
 

 

 

 

 

 

継続事業評価調書 
【港湾事業】 
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【評価調書様式３】 
投資事業評価調書（継続：再評価〔第２回〕）  

部課室名 土 木 局 港 湾 課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

港湾課長 澄田 泰造 
（建設係長 東 弘昌） 内線 4440 

（4450） 
 
事業種目 港湾事業 事業採択年度 Ｈ５  現 計 画 再評価時点

着工年度 Ｈ５ 総事業費 約３４ 億円 約３３億円
事 業 名 改修(地方)事業 

再評価年度 Ｈ１４ 内用地補償費 －  億円 －  億円

完成予定年度 Ｈ２４ Ｈ１９ 事業区間 明石港西外港地区 
進 捗 率 
(内用補進捗率) 80％( - ％） 79％(－％）

所 在 地 兵庫県明石市港町～岬町 
残事業費 約７ 億円  

事 業 の 目 的 事 業 内 容 
 漁船の多そう係留を解消し稼働率の向上を図るために物揚

場等を整備するとともに、港内の静穏度を高めて、係留･荷揚

げの安全性を確保するために防波堤を整備する。これらを整

備することにより、明石港を拠点としてﾀｲ､ﾀｺ､ﾉﾘ等の明石ﾌﾞ

ﾗﾝﾄﾞを守り育てる漁業活動を支援する。  

         現計画 （H14再評価）
防波堤 L=97.0m  （97.3m） 
護岸(防波) L=262.0m （262.0m）
船揚場 L=80.0m  （150.0m）
物揚場(-2.0m) L=685.0m （650.0m）
道路 L=400.0m （400.0m）
泊地(-2.0m) A=5,700㎡ （5,700㎡）
緑地 A=900㎡   （900㎡） 
ふ頭用地 A=15,000㎡(15,000㎡）
漁業関連施設用地 A=6,700㎡ （6,700㎡）

事業を取り巻
く社会経済情
勢等の変化 

・ 明石浦漁協の主力商品であるﾉﾘの生産量は、平成9年～14年では平均約149百万枚/年で
推移していたが、全県下で不調であった平成15年に約110百万枚/年まで落ち込んだ。
しかし、その後は復調傾向にあり、平成18年には約139百万枚/年まで回復した。 

進捗状況 

各施設の進捗率は以下のとおりである。 
防波堤、護岸(防波)、道路、泊地(-2.0m)、漁業関連施設用地：100%  
船揚場：25%（残事業L=60m） 物揚場（-2.0m）：64%（残事業L=250m） 
緑地 ：0%（残事業A=900㎡） ふ頭用地 ：49%（残事業A=7,600㎡） 
・ 第1工区は平成14年度に完成した。 
・ 第2工区の整備については、工事に支障となるﾉﾘﾀﾝｸ及び取水ﾎｰｽ等を一時的に移設(ﾉﾘ
業者の全額負担)する必要があるが、平成15年度～17年度にかけてﾉﾘの色落ちにより業
績が悪化したため、ﾉﾘ加工業者との移設の調整が難航し、ﾀﾝｸ等の移設が予定どおり行

えず工事工程がずれ込んだ結果、完成が平成22年度まで遅れることとなった。 
なお、ﾉﾘの生産が回復してきた平成18年度以降は、ﾀﾝｸ等の移設もｽﾑｰｽﾞに行えるよう
になり、工事の進捗を図ることができている。 

・ 第3工区は、当初第2工区と同時に工事着手する予定でいたが、漁協と協議したところ
第２工区を優先して整備するよう強い要望があったため、第３工区の着手を延期した。

その後、第2工区の整備が進捗したことから、今後の進め方について再度協議したとこ
ろ、第3工区の整備については、平成20年度を目途に着手することとなったため、その
完成が平成24年度となる予定である。 

評価視点 評価結果の説明 

  

(1)必要性 
 
 
 
(2)有効性・効率性 
 
 
(3)環境適合性 
(4)優先性 

･第1工区は部分供用したが、係留施設及びふ頭用地が依然不足しているため、漁
業関係者は、漁船の多そう係留や、護岸及び防波堤への係留を余儀なくされ、
漁業活動の支障となっていることから、継続して残りの施設を整備していく必
要がある。 
･費用便益比 B/C=3.2 
･物揚場等を整備することにより、秩序ある係留が促進され、漁獲物の陸揚作業
の時間が短縮されるなど漁業活動の効率性が高まる。 

･物揚場は消波構造であり、ブロックの空洞部による魚礁効果が期待できる。 
･明石港の物揚場充足率は約32％であり、県管理港湾の中で最も低く、地元から
の状況改善の要望が非常に強いことから、早期に整備を行う必要がある。 

 

 

 

再 
評 
価 
の 
結 
果 

継  続 

左 
の 
理 
由 

水産業は地域の基幹産業の一つであり、特に、明石のﾀｲ､ﾀｺ､ﾉﾘは全国ﾌﾞﾗﾝ
ﾄﾞである。明石港はこれらのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ水産物を水揚げ･生産する重要な基地の一
つとなっており、漁業者が今後ともこれを守り育てていくことを支援するた
めに、当事業を継続して完成させる必要がある。 





【標準断面図(第2工区)】

物揚場(-2.0m)

船揚場
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【航空写真】

防波堤への係留
護岸への係留

護岸への多そう係留

護岸への多そう係留
護岸への係留

A B

C

A

B

C
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①
②

③

④
⑤

⑥ ⑦

⑧

現況①

【現況写真】

護岸への多そう係留
(本港地区)

撮影方向及び位置図

⑨
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現況②

現況③

【現況写真】

防波堤への係留

物揚場-2.0m 桟橋

漁船の輻輳状況（中外港地区）

護岸への多そう係留
(本港地区)
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現況④

現況⑤

物揚場(-2.0m)への多そう係留

【現況写真】

物揚場(-2.0m)
整備予定

船揚場
整備予定

第３工区
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現況⑥（整備中箇所）

現況⑦

ノリ加工場

ノリ加工場

第２工区

第２工区

物揚場(-2.0m)
整備中

船揚場
整備中

物揚場(-2.0m)
整備予定

【現況写真】
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現況⑧（整備完了箇所）

物揚場(-2.0m)

第１工区
(整備完了)

【現況写真】

現況⑨（整備完了箇所）

ボランティアによる美化活動（ひょうごアドプト）

第１工区
(整備完了)
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【工程表】

【費用便益比（B/C）】

１　便益（B）の項目

２　費用便益比の算出

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

再評価（H14）

再々評価（H19）

H23d H24d

3

物揚場(-2.0m)(3)
L=110.0m

船揚場(2)
L=40.0m

施設名

1

漁業関連施設用地

2

物揚場(-2.0m)(2)
L=215.0m

船揚場(1)
L=40.0m

泊地(-2.0m)(1)
V=7,700㎥

道路(1)
L=400.0m

ふ頭用地

緑地
A=900.0㎡

防波堤
L=97.0m

護岸（防波）
L=262.0m

物揚場(-2.0m)(1)
L=360.0m

H15dH11d H16dH13d H14dH12d工区 H9d H10dH5d H6d評価時 H7d H8d H17d H18d H21d H22dH19d H20d

主　な　便　益　（B) 概要

①滞船コスト削減便益 水揚施設の整備により、水揚待ちによる滞船時間が削減される。

②作業コスト削減便益 休けい施設の整備により、多そう係留隻数が削減される。

③海難減少に伴う損失の回避便益
係留施設の整備により、護岸等への係留や多そう係留が解消され、港内の泊地水域が拡大す
るとともに、防波堤の整備により、港内の静穏度も向上するため、泊地内の船舶接触事故が削
減される。

④用地便益
漁業関連施設用地の売却費が便益となる。また、本プロジェクトの実施により、背後にできるふ
頭用地の残存価値が発生する。

総　費　用
(百万円）

事　業　費
(百万円)

維持管理費
(百万円)

①滞船コスト削減便益 13,293

②作業コスト削減便益 1,106

③海難減少に伴う損失の回避便益 5,698

④用地便益 468

計 20,565

便　益　額　（B）
(百万円)

費　用　（C)
B/C

6,397 4,420 1,977 3.2
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